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概要
話者と対話システムが同時に発話・聴取を行う

full-duplex 型音声対話システムの登場に伴い，コ
ミュニケーションに関する複数モーダルの統合や，
標準語以外の言語への拡張が，次なる課題として見
据えられる．そこで我々は，一人称・三人称視点か
ら音声・映像を同期収録可能な対話収録システムを
構築し，そのシステムを用いて津軽弁音声対話コー
パスを構築した．本論文では収録システムの設計と
コーパスの分析結果を示す．

1 はじめに
大規模言語モデルの登場により，人間と対話シス

テムとの言語的インタラクションの自然性は飛躍的
に向上した [1, 2, 3]．これに追従する形で，音声対
話においても，よりインタラクティブな対話を志向
した研究が進展している．近年では，話者とシステ
ムが同時に発話・聴取を行う full-duplex音声対話モ
デルが提案されており [4, 5, 6, 7, 8]，音声対話研究
のさらなる高度化が期待される．
このような full-duplex音声対話モデルの発展にお

いて，特に重要な課題として二点が挙げられる．一
つはマルチモーダル化である．人間同士の対話で
は，音声，表情，身振り手振りなど複数モダリティ
が相互作用する [9, 10, 11]．同様に，full-duplex音声
対話モデルにも複数モダリティの統合が求められ
るが，その学習と評価に適した，時刻同期された音
声・映像日本語対話データは十分に整備されていな
い．また，対話システムは人間と同様に一人称視点
で環境を知覚し応答すべきであり，エゴセントリッ
ク（一人称視点）での収録が望ましい．

∗ 同等の貢献

もう一つは言語変種，特に地域方言への対応であ
る．地域方言は，音韻・韻律といった音声学的特徴
から語彙・文法・談話構造に至るまで多層的に変異
し，自然対話の成立に大きく関与する．しかし，日
本語の既存音声対話コーパス [12, 13]1）や full-duplex
音声対話モデル [5]2）は標準語中心であり，地域方言
の多様性を十分に扱えていない．
本研究では，上記の課題に対処するため，(i) 一
人称・三人称の両視点から音声・映像を同期収録で
きるマルチモーダル対話収録システムを設計・構築
し，(ii)そのシステムを用いて，消滅が危惧されて
いる方言の一つである津軽弁3）の音声対話コーパス
を構築する．提案システムは，二者対話の音声・映
像を多視点から同時に収録できる．本稿では，まず
収録システムの設計を述べ，次に 12名の話者によ
る 30セッション（総収録時間約 16.8時間）からな
る津軽弁音声対話コーパスの概要と分析結果を報告
する．本コーパスは，国立情報学研究所4）が管理す
るリポジトリでの公開を予定している．
2 一人称・三人称視点対話収録シス
テムの構築
二者対話を対象としたマルチモーダル対話収録シ
ステムの概要を図 1に示す．以降では，その設計と
運用について述べる．

2.1 概要
システムは主に以下の観測デバイスから成る．一
人称ウェアラブルカメラ・マイクと三人称話者側面

1）https://www.nii.ac.jp/dsc/idr/rdata/Hazumi/
2）https://huggingface.co/nu-dialogue/j-moshi
3）https://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/

kokugo_shisaku/kikigengo/shinsai_jittaichosa/pdf/aomori_

01.pdf
4）https://www.nii.ac.jp/
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一人称ウェアラブルカメラ・マイク

三人称話者正面カメラ・マイク

三人称話者側面
カメラ・マイク

図 1 対話収録システムの構成と収録映像の例．全ての
観測デバイスは時刻同期して映像・音声を保存する．各
デバイスの録画／録音の開始・終了は単一の PCから一括
制御する．映像例では，身振り手振りを一人称と三人称
の両視点で取得している．

カメラ・マイクは収録用 PCから録画／録音を一括
制御し，時間同期された一人称と三人称視点の映像
と音声を保存する．最後の三人称話者正面カメラ・
マイクは予備系として独立動作させる．
一人称ウェアラブルカメラ・マイク．デバイス装

着者（各話者）視点から映像と音声を取得する．主
に，デバイス装着者の発話音声と手振り，相手話者
の表情や身振り手振りの観測を目的とし，将来的な
一人称視点音声情報処理および full-duplexモデルで
の利用を見据える．
三人称話者側面カメラ・マイク．固定視点でステ

レオ音声と話者側面映像を取得する．全話者の音
声，表情，身振り手振りを定点観測し，多チャネル
計測に基づく話者と環境の三次元的な解析を見据
える．
三人称話者正面カメラ・マイク（予備）．各話者

の正面から音声，表情，身振り手振りを収録する．
前述の二系統の不動作時に備えた冗長系として運用
する．

2.2 デバイス構成
一人称ウェアラブルカメラ・マイクとして

Thinklet5）を装着し，三人称話者側面および三人称話
者正面カメラ・マイクとして GoPro HERO 136）を設

5）https://mimi.fairydevices.jp/technology/device/
thinklet/

6）https://gopro.com/ja/jp/shop/cameras/learn/
hero13black/CHDHX-131-master.html

図 2 一人称ウェアラブルカメラ・マイクとして使用する
Thinkletの外観（左）とその装着の様子（右）．赤丸部がカ
メラとして機能する．

表 1 収録データの保存形式
Device Modality Format
Thinklet Audio 48 kHz・16 bit・5ch WAV

Video 1920 × 1080 MP4（≈ 30.03 fps）
GoPro Audio 48 kHz・2ch AAC（≈ 189 kbps）

Video 1920 × 1080 MP4（29.97 fps）

置した．各デバイスの外観および装着例は図 2に示
すとおりである．
接続形態は，Thinklet を Bluetooth で収録用 PC
に無線接続し，三人称話者側面用 GoPro を USB
type-A-to-Cで有線接続した．各デバイスの録画／録
音の開始・終了は，収録用 PC上のソフトウェアで
一括制御し，同ソフトウェアはGitHub 7）にて公開し
た．CUIから一括操作が可能で，GUIでは Thinklet
の状態（録画中／待機）やプレビュー映像をリアル
タイムに確認できる．デバイス間の録画／録音の完
全同時開始はデバイス仕様上保証できないため，開
始直後に PCからベル音を再生し，各デバイスで検
出したベル音の到来時刻を基準に後処理で時刻同期
した．収録データの保存形式を表 1に示す．
電源運用は，Thinkletと三人称話者正面 GoProを
モバイルバッテリで常時給電し，三人称話者側面
GoProは USBポートを収録用 PCとの接続に使用し
たため，対話の区切りごとに残量を目視確認し，必
要に応じて (残量 20%を目安に)充電・交換した．
3 エゴセントリック津軽弁音声対話
コーパスの構築
2節にて構築したシステムを用いて，津軽弁音声
対話コーパスを構築した．

3.1 収録
収録時期と収録量．2025 年 9 月に青森市内の静
音な室内にて収録を行った．一セッションの目安は

7）https://github.com/takamichi-lab/
llm-jp-thinklet-public
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30 分とし，合計 30 セッションを収録した．なお，
同一話者ペアは最大 2回まで参加可能とし，作業量
に応じて謝金を支払った．最終的な総収録時間は約
16.8時間である．なお，本収録とアノテーションに
関する一連の流れは、この後あたりに，NIIにおけ
る倫理審査を経て実施している．
参加者．青森県在住の 12 名（男性 7 名，女性 5

名）が参加した．年齢層は 20代と 30代が各 2名，
40代が 3名，50代が 4名である．
対話トピック．参加者はペアとなり，事前に指定

されたトピックに沿って自由に対話した．各ペアに
は，(1)話題に制限のない自由対話，(2)所定の話題
に関する自由対話，(3)思わず人に話したくなる自
分のとっておきのエピソードのいずれか 1 つのト
ピックを割り当てた．
アンケート．各参加者は，以下の 3 種類のアン

ケートに回答した．
• 事前アンケート：年齢，性別，職業，性格特
性に関する調査．性格特性は既存研究 [14] の
pre-questionnaireに準拠．

• 対話後アンケート：各セッション終了後，自他
の振る舞いを 5 段階で評価．既存研究 [14] の
follow-up questionnaireに準拠．

• 事後アンケート：全セッション終了後に，(1)印
象に残った対話と理由，(2)対話で意識した点を
自由記述で回答．

3.2 アノテーション
一人称ウェアラブルマイクの収録音をデバイスご

とにモノラル化し，2デバイスのモノラル音を左右
チャネルに割り当てたステレオ音を作成した8）．こ
のステレオ音を ELAN9）形式にて保存し，ELANを
用いたアノテーションを津軽弁話者に依頼した．ア
ノテーション時の規則の抜粋を以降に示す．
発話区間と時間内容．各話者の各発話について，

時間区間と発話内容をアノテーションする．発話区
間が重複する場合も別発話として扱う．
音声に忠実な書き起こし．フィラーは除去せずに

音に忠実に書き起こす．笑い声や喉払い等は専用記
号で表記する．
区間の分割． 発話区間の間が 0.2 秒以下であれ

8）一部セッションでは一人称ウェアラブルマイクのファイル
欠損が認められたため，三人称話者側面マイクのファイルで代用
した．

9）https://archive.mpi.nl/tla/elan
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図 3 対話中に出現した津軽弁語句の回数．

ば，発話内容を結合して 1つの区間に，0.2–0.4秒で
あれば発話内容を読点を挟んで結合，0.5秒以上は
別の発話区間として扱う．
津軽弁特有の語句．方言特有と判断される語句に
ついて，時間区間と語句，意味を別ファイルに列挙
する．方言性の判定は各アノテータに委ねた．

4 コーパス分析
4.1 津軽弁特有の語句
全 30セッションで計 102語の津軽弁特有語句を
抽出した．その例を表 2に示す．表より，接続詞や
名詞など，日本標準語から表記が大きく変化した語
句が多数確認された．
セッションごとの津軽弁特有語句の出現状況を
図 3に示す．30セッション中 6セッションでは，30
分間で 25回以上（約 1分に 1回弱）の頻度で方言語
句が出現した．一方で，方言語句が一度も出現しな
いセッションも 11存在した．したがって，本コー
パスを用いて津軽弁語句を含む対話モデルの学習・
評価を行う際には，この出現頻度のアンバランスに
留意する必要がある．

4.2 オーバーラップ率
対話の同時双方向性を定量的に評価するため，

Nguyenら [15]および Ohashiら [5]の手法に基づき，
1分あたりの累積オーバーラップ時間（秒）を算出
した．
分析の結果，本データセットの平均オーバーラッ

プは 14.82秒/分であった．この値は，日本語雑談対
話で学習した J-Moshiモデルの報告値 (約 5.0秒/分)
や，その学習データであるGround-truth (約 8.0秒/分)
より顕著に高い [5]．
通常，高いオーバーラップ率は発話衝突として否
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表 2 コーパスに含まれる津軽弁特有の語句．全ての項目は津軽弁話者アノテータによるもの．
語句 意味 由来
だはんで なので、だから 語源は、室町時代の京都で使われていた「ほどに」が変化した「ほ

でえ」「ほで」「はで」に由来すると考えられています
ささってったのに してあったのに 「ささる」は、主に北海道や東北地方で使われ、「意図せず～してし

まう」「自然と～になってしまう」といったニュアンスを持つ方言
です。

じゃっぱじる じゃっぱ汁 「じゃっぱ汁」の語源は、津軽弁で「雑把（ざっぱ）」、つまり「魚の
あら」を意味する言葉に由来します。この「じゃっぱ」を、大根や
ネギなどの野菜と一緒に煮込んだ汁物のため「じゃっぱ汁」と呼ば
れます

定的に捉えられることがある．しかし本データセッ
トでは，定性的な分析から，(i)「食い気味の相槌」，
(ii)「共起する笑い」，(iii)互いに文を補完し合う「発
話の並走」など，親密性に基づく協調的な振る舞い
が頻繁に観測され，これが高い値の主要因となって
いる．つまり，本コーパスは極めて活発で感情豊か
なインタラクションを豊富に含むことが，オーバー
ラップ率の高さからも裏付けられる．

5 おわりに
本論文では，full-duplex音声対話システムの構築

に資する，一人称・三人称視点対話収録システムと
津軽弁音声対話コーパスについて述べた．今後は，
津軽弁 full-duplex音声対話システムを試作する．
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